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目　　　的
　DNAバーコーディングとは、外見では種
名がわかりにくい生物の遺伝子（DNA）の
配列情報を調べ、データベースに登録されて
いる各生物種特有のDNA配列情報と照合し
て種判定することを言います。カキ類の貝殻
の形態は生息環境により変わり、外見では種
の区別を付けにくいため、DNAバーコーデ
ィングは種判定に不可欠です。日本のマガキ
属のカキとして、マガキ、イワガキ、シカメ
ガキ（クマモトオイスター）、スミノエガキ、
ポルトガルガキ、ミナミマガキの6種が知ら
れています。今回、日本産カキの種多様性保
全や遺伝的多様性保全を目的として、DNA
バーコーディングにより各地のカキの種類を
調べたところ、これまで日本で知られていな
いカキが見つかりました。

方法と結果
　四国地方で採集された個体について（図1）、
ミトコンドリアDNAのcoxI遺伝子に基づく
DNAバーコーディングを行ったところ、ミ
ナミマガキに近い不明種であることがわかり
ました。精度を高めるため計4遺伝子で追加
解析したところ、やはりミナミマガキとは別
種であると判断されました（図2）。核DNA
の解析でも日本産のどのカキとも違う種でし
た。このカキは、四国南西部の河口域を中心
に自然繁殖しており、塩分濃度が比較的低い
ところを好むようです。さらに和歌山県にも
生息していることを確認しています。外見で
はミナミマガキと全く違いが分からない個体
もいますが、特徴的に右殻内側の一部が墨色
に染められる個体が多いため（図1）、「スミ
ゾメガキ」と名付けました。今後、外国産の

マガキ属と比較するとともに、より正確に分
布範囲を把握する予定です。

波 及 効 果
　日本産カキの種リストが更新され、種多様
性保全を進めるための基礎的知見が得られま
した。本種は、東南アジア等で食用にされる
ミナミマガキに近縁であることから、食品と
して利用できるかもしれません。
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図1　日本で初めて見つかったカキ（スミゾメガキ）の貝殻の一例
環境や付着の仕方により、ミナミマガキとの区別がつかない形態を
持つ個体も多い。しかしほとんどの個体は、右殻の内面が墨色に染
められているのが最も大きな特徴。（写真：貝類多様性研究所　山
下博由）

図2　日本産カキとのDNAの違いを表す系統樹
4つのミトコンドリア遺伝子（coxI, nad1, nad3, 16S-rRNA）の2,157
塩基対に基づく。日本産マガキ属（Crassostrea属）のカキは青字
で示してある。分析したサンプルはミナミマガキに近いが違いは明
瞭で、調べたDNA配列のうち約10%が違っていた。図中の数字は
形成されたグループ（クラスター）の結びつきの信頼度を示す値（パー
セント: Max. 100%）。


